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はじめに
　英国Cambridge大学，　Hughes　Ha11の歴史は1885年the　Cambridge
Training　College　for　Women（cTC）の設立にはじまる。このCTCの初
代校長はElizabeth　Phillips　Hughesであった。（1）14年に及ぶ苦心の経営
の後，病の為に職を辞したHughesは，やがて海外視察の旅に出，米国を
経て来日したのは1901（明治34）年であった。
　E．P．　Hughesについては，青山なを著「安井てつ伝」（2）に，安井先生の
英国留学中，校長Miss　Hughesとの間に生まれた強い師弟の絆や相互の
厚い信頼について詳述されていることから，ある程度は知り得るが，一方，
Hughes来日中の両者については，ごく僅かな記述にとどまっている。（3）
　英語教育方面では，Hughesの英語教授についての講演や論文のいくつ
かが注目されている。（4）また，雑誌等に散見するHughes関係の記事の中
には，教育上今日もなお参考となるものが少なくないように思われる。然
しながら，このHughesについては，当時の英国を代表する教育者として
の名声にもかかわらず，日本滞在については，その期間をはじめ，不明な
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点や誤り伝えられた事も多いようである。
　本論は，教育者E．P．　Hughes研究の基礎として，従来明らかでなかっ
たHughesの来日から離日まで，日本滞在中の足跡を，各種資料に基づき，
大凡ながら辿ろうとするものである。
　ここではHughesの滞日期間を次の3期に分け，その前後をも加えて述
べることとする。
　　　　　　第1期1901（明治34）年8月～12月
　　　　　　第2期1902（明治35）年1月～7月半ば
　　　　　　第3期　1902（明治35）年7月半ぽ～11月
1．来日まで
　E．P．　Hughesの来日までの経歴については，　Hughesの愛弟子である安
井てつ自身が記した「ミス　イーピー　ヒュースの略伝」（5）によるのが最
も正確適切であろうと思う。次に，この「略伝」を骨子とし，他の資料（6）
も合わせて来日までを略述する。（下記注：A）～F）は筆者，‘’内は上記「略
伝」よりの引用。）
　Elizabeth　Phillips　Hughesは1851年A）6月22日，　South　Walesの
Carmarthenに生まれた。父はその地の有名な医師であった。実兄はウエ
スレー教会牧師として著名なHugh　Price　Hughesである。幼少から勝れ
た才能をあらわし，能弁家として知られたが，性質は温和であった。10歳
ではじめて学校に入り，25歳で著名な教育家Miss　Bealeが校長であった
the　Cheltenham　Ladies’Collegeの教員となり，そこに5年間勤めた。．
たまたまCambridge大学が女子の入学を許すことになり30歳でNewn・
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ham　Collegeに入り哲学科に3年在学して優等で学位試験に合格，B）更に
歴史科に学んで1年で学位試験に合格c）した。その年，1885年にCam－
bridgeに女子の大学出身老及びこれと同等の学力を有する女子の為に高
等師範学校D）が設立されることになり，Hughesの経験と学力が認められ
てその校長に推された。Hughesは自分の貯蓄と書物の全てをこの教育事
業に寄付し，専心この仕事に当り，欧米からも留学生が入学するほどになっ
た。Hughesは人の性質を素早く見抜いて，‘各生徒の才能品性等を観察し，
之に応じて適当の補助を与’え，又部屋のドアは常に生徒の為に開かれて
いて‘勉強・処世・将来の方針等に至るまで細大となく生徒の顧問となり，
指導となり’その熱心な教導は実に教育者の名に恥じなかった。生徒管理
の精神は‘可成自由を与へて責任を負はしむる’のであって，Hughesが
訓戒を与えると‘苛刻ならざれども，生徒自其非を覚る事速’であった。
人に対する時は，たとえ気分が悪くとも，決して不快を顔に出さず，快活
に接した。Hughesの名が教育界に知られるようになると，‘其郷里ウェー
ルス大学の評議員・委員等を托せられ，内国教育会ケンブリッヂ支部女史
部の部長となり，女学校の顧問となり，ケンブリッヂ労働者研究会の指導
者となり，会長となる等，凡十数の教育会に関係を有するに至り，従ひて
事務多端となり’遂に病気になったため，医師の勧めで校長の職を辞し
外国を旅行する事となった。以来イタリア，スイス，フランス等を旅行し
名所旧跡を訪ね，又アメリカに8か月を費して後，日本へ来る事になっ
た．
　「略伝」はHughes来日後の明治34年10月の雑誌に載ったもので，当
時のHughesの様子を次の様に記して終っている。
　‘（Hughesは）ケンブリッヂに於て多少の我邦人E）に接してより，吾国
に興味を有する事深く，常に来朝を企てしも，多忙にして能はず，今図ら
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ずも其望を達して，満足一方ならず，或は教育，或は社会，或は美術に熱
心なる研究をなしつSあり。而して是等に付て幾分かの研究を重ねたる上
は，教育に付て其政府に報告する処あらんとすと云ふ。’F）
注：A）Cambridge大学Newnham　Collegeの記録では；1852であるが，
Who　Was　Who，　VoL　IIや他の資料により1851が正しいと思われる。
　B）　Moral　Sciences　Tripos　Class　I　1884．　C）　History　Tripos　Class　II
　1885．　D）the　Cambridge　Training　College　for　Women・（CTC）．
　E）安井自身や津田梅子等。津田のJournal　in　London（「津田梅子文書」
　津田塾大学編集発行，1980）にはしばしばHughesへの言及がある（p．270，
　etc．）。　　F）　この視察が英国政府の命によるもので，帰国後政府へ報告する
　旨，Hughesは自ら講演や談話の中で発言している。
2．第1期1901（明治34）年8月～12月
’この時期，Hughesは日本に到着し，静養の後，東京での教育視察や講
演を精力的に行ない，続いて日本での初めての地方視察を行なった。この
地方視察を第1回視察旅行と呼ぶこととする。
　（1）来日について
　Hughesは1901（明治34）年8月28日横浜に入港したアメリカ丸で来
日した。この船は東洋汽船会社所属でサンフランシスコからホノルル経由
で横浜に到着したのである。
　この事実は当時横浜で発行されていたThe　Japan　Weekly　Mail（Aug．
31，1901）にAmerica　Maru入港の日と，その乗客名簿にMiss　E．　P．
Hughesの名があることから判明する。アメリカに8か月を過ごしてから
の来日であった。
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　横浜に到着したHughesは直ちに箱根宮の下へ向い，そこで蝉しぐれの
中に旅の疲れを癒したようである。（7）
　（2）東京一視察と講演
　Hughesが箱根宮の下にいつまで滞在したかは明らかではない。残暑の
去るのを待って，東京へ移ったのは，恐らく9月10日近くかと思われる。
東京ではずっと元園町の安井てつの家，二階八畳間で生活したとのことで
ある。（8）
　9月11日，午前，Hughesは安井てつ同道で文部省を訪れ，携行して
来た紹介状を示して来目の目的を述べ，便宜を与えられたいと要請した。
文部省では大島視学官と野田属（9）をHughesの案内役とした。（lo）13日，午
前9時にHughesば東京府に出頭し，岡視学官が同行して府立第一高等女
学校及び私立女子職業学校を参観。続いて各種の学校を視察した。その視
察事項は，各種学校の設置，一般教育の風潮，学科編制上の適否，倫理教
育の基礎等であった。（11）16日，日本橋区常盤小学校の授業を参観。次いで
高等師範学校を視察。（12）17日，第一高等学校と日比谷中学（府立第一中学
校であろう）を視察したと思われる。（：3）28日，日本女子大学校を訪問，講
堂で生徒に対し，‘英国女子高等教育の沿革より自分等の大奮発事に当りた
るを説き更に日本の女子高等教育に及び酒々弁じ来りて大に感動を与へ’
た（14）。Hughesの学校視察の際の観察は‘実に精密にして教授の方法は勿
論教科書の良否及び学級の編成等まで一一々ta員に質問し其要を得るまで仔
細を遂ぐるが為めに中k時間を要し大抵一日二校を参観するに過ぎず此分
ならば殆んど半年の日月を要すべしと自ら語’（15）っているほどであった。
日本滞在の期間は，初め「約一月間」（16）から「なほ数ケ月」（17）次で「半
年」と忽ち延長されなければならなかった。
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　10月9日，香蘭女学校で演説。（18）10日発行のr哲学雑誌』Noユ76に
「英国教育の大家ヒュース嬢の来朝」の記事が載り，彼女の経歴が紹介さ
れた。12日，午後帝国教育会講堂で同会主催の講…演会が開かれ，Hughes
は岸本能武太の通訳で「英国人の立場より見たる女子教育一殊に其の社
会的経済的国民的必要」と題して講演した。（19）Hughesはこの中で，英国
が過去四十年間に行った女子教育の改革を例としてあげ，女子教育が良き
家庭を作るにも，社会や国家の進歩発展にも極めて大切なこと，日本では
男子の教育が余りに急速に進んだため，女子教育の方は比較的に劣ってい
る様に思われると述べ，日本の女子は自ら向上に努め，男子も女子のため
に援助すべきことを力説した。ここで述べられたHughesの女子教育に対
する考え方は，以後各地での講演に引きつがれて行く。帝国教育会長辻新
次はこの講演の後，日本の古代画30枚をHughesに贈呈した。　Hughesは
辻会長に礼状（20）を送り，その中で，彼女は何か日本の女子の進歩に稗益
を与えたいと思い，‘よしや女子が進路の障害となるぺき一石を動かすほ
どの些少なる助にても致し度’と希望し，又‘御邦婦女子のためには為す
べき事甚だ多く殊に学校を卒りたる人々の読書及び勉強を助くる事尤も必
要ならん’と意見をつけ加えている。ここにHughesの真摯な態度と並並
ならぬ熱誠を感じることができる。18日，午後5時から菊池大麓文部大臣
が官邸の晩餐会に招待。（21）19日，午後1時より華族女学校幼稚園での大日
本婦人教育会常集会で巌本善治と共に講演。（22）25日発行の『をんな』①一
10（第1巻10号をあらわす。以下同じ）にHughesの写真（来日直前サンフ
ランシスコで撮影したもの。他の雑誌や本にも掲載された）が巻頭に，ま
た同誌の嘱に応じて特ee　Hughesが起稿した「女子の身躰操練」（上）が掲
載された（これに続く（下）は①一11に掲載）。同誌がHughesに我国女子教
育についての批評を求めたのに対し，今暫くは批評を発表することを好ま
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ないとして，代りに彼女の得意とする分野の一つである体育についての原
稿を寄せたのである。Hughesはこの「女子の身躰操練」の中で，‘女子の
体育は当今最も肝要なる教育問題の一なり’として，体育の持つ教育的意
義や指導の実際にもふれ，特に女子の体育の重要なことや女子の体育教師
の必要なこと，登山の奨励にも及んでいる。登山については‘惟ふに此の
日本のうるはしき山々は，正に日本婦人が其健康と気力と及び頗ぶる重要
なる心神の諸徳とを養成し修得すべき理想の境地なるべし’としている。
安井てつは英国留学中，校長のHughesと共にスイスに避暑し，アルプス
で登山も試みたが，（23）Hughesは日本滞在中に，後述する如く，安井と共
に富士山に登り，その他の山々にも登山して，自分の主張を実践している。
26日から国民新聞に「華族女学校生徒諸子に告ぐ」が連載され11月8日
まで6回に及んだ。その講演の時を明らかにし難いが，前記19日の華族
女学校幼稚園での講演と同日かその前後かと考えられる。ここでHughes
は，若い女子生徒に，人生とは何か，またそれをいかに生くべきかを自分
の経験をまじえながらやさしく語っている。これは華族女学校発行の「女
教一斑」第七編（明治35年5月20日）にも収められ，そこでは「華族女学
校教師諸君よりの質問に答ふ」が付されている。またこの講演は後に「英
国風俗」（イー・ピー・ヒューズ著，緒方流水訳，明治35年12月，知新館）の一
部としても収録されている。29日，鍛冶橋監獄を参観し演説。（24）30日，前
日の視察につき「監獄改良意見」を発表（国民新聞）。この日にHughesは
津田梅子の女子英学塾に行き，本科生の為に「試に英詩を教授」した。（25）
　11月1日，明治女学校（校長巌本善治）を訪問。参観の後講演を行なっ
た。（26）2日，嘉納治五郎の講道館を訪問。（27）3日発行の『教育界』（金港
堂）創刊号に「寄書」を書き，‘中央集権の教育制度は利点もあるが危険も
あり，その際「賢明なる新聞雑誌」の果す役割は大きい’ことを述べ創刊
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を祝している。この「寄書」は野田義夫訳である。これにはまたHughes
の写真もあり，去る10月12日の帝国教育会の演説の要旨も載せられてい
る。当時の教育雑誌がいかにHughesを重視していたかを知ることができ
る。15日，『英学新報』（The　English　Student）①一1（創刊号）にLeaves
from　Teacher’s　Note　Bookを寄せ，一般論ながら，知識のみ偏重する
教育を強く批判して暗に日本の現状に警告している。Hughesはこの頃ま
でに各種の学校視察から，日本の学校教育の欠点を鋭く見抜いていたので
あろう。後の「教授法講義」に通じるHughesの教育論の一端がここに現
われている。19日，赤坂離宮の観菊会に招待され，皇后をはじめ，皇族や
有爵者や政府の高官，外国外交官等約二千人にまじって立食の饗応を受け
た。（28）これで約2か月半の東京滞在を終え，翌日，名古屋へ向けて視察
旅行に出発する。以上に加え，この年の秋頃，女子高等師範学校で行なわ
れた日光への宿泊見学旅行（29）にHughesも安井てつ同校教授と共に同行
したことが考えられる。この見学旅行のはっきりした年月日は不明である
が，Hughesの足跡から推して，この時期に行なわれたと考えるのが適当
かと思われる。また，11月中に「教育学会」の例会（青年会館）でも演説
を行なった。㈹）
　（3）第1回視察旅行（東海，北陸，関西，山陰方面）
　1）　名古屋（31）11月20日夜，且ughesは同行の文部省の野田義夫と共
に名古屋に到着した。21日，名古屋高等女学校で学事を調査し授業参観。
正午は同校で家政実習の昼食を供された。午後同校講堂で講演。（32）22日，
清流女学校，第一中学校，午後は小学校，師範学校，東本願寺別院等を参
観。23日，名古屋離宮，商業学校を訪れ，午後市会議事堂で「教育上の改
革」（33）と題して演説，その後県博物館等の見学。夜ベル氏夫妻の晩餐会。
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24日早朝列車で金沢へ向った。
　2）　金沢（34）24日，夕刻着。25日，第一中学校とその寄宿舎を視察。1
26日，師範学校視察。工業学校では漆工や絵画教室で生徒の作業を熱心に
見学。ここでは生徒の図案4枚を贈られた。夕方から師範学校講堂で演説。
その後北条第四高等学校長の発起による招待晩餐会。27日，午前県勧業博
物館を見学。午後英国人セーフトン，レーング両氏の懇話会に出席。
　3）　京都（35）11月28日，神戸の頸栄幼稚園のハウ園主（36）は講i演依頼
のため京都の同志社女学校教師デントン（37）宅を訪れたが，Hughesは到
着せず，帰神した。同日夕刻Hughesは京都着。12月1日，第一高等小
学校で‘最近五十年間の英国に行はれたる改革’について講演。2日，京
都倶楽部で演説。通訳は中瀬古同志社教授。（38）3日，市議事堂で府教育会
のために中瀬古教授通訳で女子教育につき講演。来聴者は‘無慮二千人’
であった。（39）Hughesはこの講演で，日本の教育制度の中央集権化に伴っ
て健全な輿論の育成，男女差と女子教育の必要，知識偏重の是正，女子体
育特に戸外運動の奨励，教授上の絵画利用，家庭と女子の関係など多方面
にわたって改善を訴えた。
　4）　神戸（4σ）12月7日，頸栄幼稚園で三市聯合保育大会が開かれ，午
前中，原田助牧師（4D（教育の理想），永江正直神戸高等女学校長（ヘルバ
ルトの教育主義）の講演。午後Hughesによる日本の教育についての論評
と質疑があり，彼女は質問に対し懇切丁寧に答弁した。この会の出席老は
京阪神三市の園長保母六十余名であった。
　5）　鳥取（42）鳥取訪問は11月下旬の予定であったが，遅れて12月11
日に着く旨同地在住のパートレット（43）へ連絡があった。14日，市高等小
学校で市及び付近の教育者，有志者を前に演説。ここでは，子供の3段階
の成長と，各段階の特徴，注意すべき点を述べた。日時は不明であるが県
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師範学校生徒にも，教育者の心得，教授法等について講演した。
　以上が第1回視察旅行のあらましである。旅行中12月5目発行の『女
学世界』①一16に「女子生涯の発程」（44）が掲載された。
　Hughesの帰京後，12月24日，帝国教育会は彼女を名誉会員に推し，
25日その推薦状を彼女宛発送した。（45）同25日午後，Hughesは国民新聞
記者の来訪を受け，「英吉利の元旦」について取材に応じた（翌年元旦の
記事となる）。
3．第2期　1902（明治35）年1月～7月半ば
　この期間Hughesは東京に滞在して，講演や視察のほか，教授法の講義
や英語英文学の教授を行ない，教育を実践した。
　（1）講演，視察等
　1月1日，国民新聞に「英吉利の元旦」掲載。（46）また「英国の家庭」（47）
が7日から23日までの間に6回連載された。
　2月22日，麹町平河町のミス・ウヲージントン方で外国語教授法に関
する講義。来聴者は主に英米女教師であった。ここにはベーコン，津田梅
子，本田増次郎，村井知至も出席した。（48）27日，立教女学校を参観。（49）
2月から3月へかけて，高等師範学校で教授法を講義（後述）。（50）
　3月1日，大日本婦人衛生会総会で「登山に就て」講演。（51）安井てつ通
訳。これは国民新聞に11日から3日間にわたって連載もされた。15日発
行『をんな』②一3と翌月の②一4にRughes演説，安井口訳「近世の英
国婦人」が載る。このほか3月中に立教女学校講話会で「近世の英国淑
女」と題し講演。（52）また香蘭女学校へは運動場や教室の拡張，教授法改
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良等で助言。（53）
　4月，日本女子大学校教授に就任（後述）。10日発行のr英学新報』の臨
時増刊号The　Spring　Opening（「春粧」pp，2－5）にLanguage　Tulle。26
日，大日本婦人教育会春季大会に来賓として招待。（54）30日，国民新聞に
「女子の教育に就て」（55）連載開始（5月31日まで5回）。
　5月5日発行『女鑑』No．　252（pp．8～15）Uc　Hughes口述，宮館貞筆記
「英国婦人叢談」。24日，目本躰育会で講演「躰操法に就て」（56），通訳川瀬
元九郎。
　6月15日，千葉町で「英国のスヰトホーム」について講話。（57）同日発
行『女学世界』定期増刊②一8に「英国の家庭」。（58）6月中に女高師で‘ヒ
ユース嬢講譜。（59）
　7月5日，帝国教育会で「英語教授に就て」（60）講演。講演の後Hugh6s
のための送別茶話会が開かれた。（61）予定では近く帰国とされていたためで
あろう。
　（2）教育の実践1－一教授法の講義
　Hughesは2月から3月にかけて高等師範学校の要請によって，その年
3月に卒業する学生に対し，毎週2回，約2時間ずつ，教授法の講義を行
なった。この講義は2種の形で伝えられている。1つは「ヒュース嬢教授
法講義」と題する本で，明治35年8月，東京山海堂書店から発行された。
序文は東京高等師範学校長嘉納治五郎，訳者は同校教授本田増次郎と同校
教論棚橋源太郎である。この本では，Hughesの16回の講義をなるべく
実際に話された順序に記録すると共に，講義に先立って学生に配布した講
義の要点60項目（英文）もはじめに付けられている。もう1つは，この講
義を傍聴筆記した筆名‘図南生’が講義全体を10章に整理してr教育実験
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界』⑨一10，M35．5．25から，途中⑨一11，⑩一5を除き⑩一12，　M35．
12．25まで13回連載したものである。この連載を企画した図南生と，出
版を計画した本田との間には意見の不一致があったが，図南生は本の出版
に先立って連載をはじめ，その⑨一12で‘既にこの講義の有益なことを認
められて高等師範学校よりさへ出版されるといふのであるから，況んやそ
れよりも大多数の眼に触れるぺき本誌に掲ぐるは極めて時宜に適したるも
の’と述べている。刊本の序文で嘉納は‘議論縦横或は教授上の理論に渉
るものあれば，又其の実際的方面に関する所説あり，或は嬢自らの実験に
基けるものあれば，又単に其の見聞に係るものありて，……全篇宛も我邦
普通教育に於ける，刻下の通幣を指摘したるの感あり’とし，図南生も連
載第1回のはじめに，‘同嬢は学理と実験とを加味して，面白く講義する上
に，鋭利の眼孔にて，我教育界を批評せるもの，中々に趣味ありて，吾人
当事者の参考に資すべきものあり’としている。
　次に刊本「教授法講義」によって16回の講義の大要を記すと，第1回
の冒頭でスタンレー・ホールの学説を引いて児童の発達段階とその特徴を
述ぺ，第7回までは主に教授を知識を与える方法として講義し，知識を授
けるだけでなく，生徒の興味を喚起し，又自ら知識を得る方法を知らしめ
ることの必要を説き，教授の際には黒板に絵を描いて文字に代えてわかり
易く説明することや，講義体（Lecture　Form）でなく会話体（Conversation
Form）で授業すること等をすすめている。第8，9回では教授は単に知識
伝達に止まらず，‘心力練習（Mental　Gymnastic）’の観点からも考えるぺき
であり，観察力，想像力，推理力等を修練するものであるとし，各教科と
それら‘心力’の関係等について論じている。第10回は学校博物館，第11
回は学校図書館についてそれぞれ教育上重要な施設であることを説き，第
12回では幻燈（magic　lantern）にも言及している。第13回以降は地理及
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び歴史の授業について述べ，最後に‘連絡’の必要について，1学科内の
連絡のみならず諸学科の連絡，更には生徒の学校内と校外の連絡，学校生
活とそれを終った後の連絡の重要なことを指摘した。
　図南生は連載の終り（⑩一12）に講義の批評を加え，Hughesの講義ぶ
りを記している。それによれぽHughesは‘温和にしてあたたかな微笑’
をたたえ，‘転々として玉を盤上にころがすが如き流暢にして，熱誠ある
快弁を以て淳々として講義’した。また‘先生の鋭き光ある両眼は，常に
教場の左右前後何れの隅々まで輝き渉ゲ，図解を交え，卑近の事例をあ
げ，時に骨稽を雑え，学理と経験とを巧みに配し，‘花も実もある教授法’
を実践で示したのであった。
　（3）教育の実践II一英語英文学の教授
　Hughesは4月に日本女子大学校教授に就任し，成瀬仁蔵校長や英文科
への助言老的立場から，‘英米女子大学の制度を参照し，又本邦現時の事
情を酌んで学科課程を制定’（62）し，英文科の教授内容も，鯵考書を多数備え
て演習を始め，ギリシャ神話や聖書等の英文学に必要な基礎知識を授け，
風俗も教え，普通会話に加え時事会話も行ない，‘英文大家の詩文の精英を
抜摘して研究の料’とし，‘彼我文躰の相異等を評論’させるなど他校と異
なる特色を盛り込む事に努めた。（63）Hughesは同校でEnglish　LifeとPo－
emsを教えたとされている。（64）
　彼女は7月5日の帝国教育会での演説で，‘私自身も次ぎの週までは日
本に於ける外国教師でありますから……’と発言していることから，彼女
が実際に授業を行なったのはその年4月から7月までであったと思われ
る。（65）
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4．第3期1902（明治35）年7月半ば～11月
　この時期Hughesは第2回視察旅行を行ない次に東京での図画展覧会
の後，第3回視察旅行に出，その終りに日本を離れる。
　（1）第2回視察旅行（東北，北海道，富士山，信艸防面）
　7月半ば夏季休暇に入って，Hughesは安井てつを伴って先ず東北へ向
った。
　1）　福島（66）　7月12日夜福島着。13日，午前，県会議事堂で講演し，
実地の智能修得の必要，体育の重視，語学教授上の注意，図画の利用，学
校図書館，博物館の設置など‘教育の改良要点’を述べ，別室では持参し
た図画を参加老に展示した。次いで監獄署を視察。14日，女学校，小学
校を訪問，生徒の成績品を貰い受け，次に尋常師範学校，蚕業学校，植物
試験場，共同荷造所等を見学。15日，中学校参観の後仙台へ向った。
　2）　仙台（67）　7月15日午後仙台着。16日，高等女学校を参観。英語科
教室で自ら綴字を試み応答させ発音の良いのを賞賛した。次に師範学校を
視察。午後県庁訪問。17日，午前第一中学校参観，午後県会議事堂で講
演。教師の改良や英語教授法の改善にもふれた。18日，午前松島へ出発。
河北新報（7，19）によれぽ，松島に一泊の上‘更に盛岡に向けて出発の筈’
となっている。
　3）北海道　Hughes一行の北海道到着の日やそこでの行動は明らかで
ない。河北新報（7．18）英文欄に‘18日松島を訪れ，それから北海道に直
行し，数日滞在，アイヌの人々について研究する’旨記され，北海タイム
ス（7．23）にHughesは‘仙台，松島金華山等を経て近々札幌に来る由随
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伴者は安井哲子なゲとある。24日以後に札幌に到着したと考えられる。
　4）富士登山　婦女新聞No．　116，　M35．乳28に，‘ヒュース嬢……東奔
西馳今や北海道にあり帰来富士山嶺の雪を踏まんと欲す’とある。富士登
山は早くから計画されていたのである。この富士登山については安井てつ
の「懐かしい十年前の夏」（r新女界』③一8，M44．8．1）に記されている。そ
れによれぽ，悪天候の中を登山し，須走口に下山，吉田に3日滞在した。
湖水巡りをして甲府に行く計画と述べられている。
　この旅行中，8月10日に『教育実験界』⑩一3に「英国青年の娯楽」
（ミスヒュース訪問談）が載った。
　5）松本（68）　8月25日夕方，Hughesは大名町聖公会講義所で「国民
教育制度の要素」と題して講演（通訳大久保貞）。26日，松本高等女学校で
「西洋の女子教育に就て」の講演。
　これ以後，Hughesの信州における足跡は今のところ不明であるが，彼
女の9月9日付石川栄司宛手紙（r教育実験界』⑩一6）には‘富士山や浅間
に登り，飛騨信州の自然を楽しんだ’とあり，山好きの且ughesはしぼら
く此の地方の山々の美しい自然の中に身を置いていたと想像される。
　（2）図画展覧会（69）
　Hughesは各地の学校訪問の際，児童生徒が描いた図画を所望したが，
その交換として，英国の数校から図画を取り寄せた。1902（明治35）年の
春頃である。女子高等師範学校では，それら作品を各校へ分配する前に校
内に展示し，Hughesと安井が説明役となったところ，大好評であった。
そこで更に文部省修文館で10月10日から3目間，全作品の展覧会を行な
い，説明には野田義夫が当った。参観者は約三千人に及んだほどの盛況で
あった。
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　Hughesは図画の教授は注意力，観察力，想像力等を養うものとして重
視し，単なる一学科ではなく，他の学科とも連絡させて，広く教育上に活
用すぺきであると主張していた。英国の児童生徒の作品は展示の際，臨画，
実物写生画，記憶画，想像画，図案などに分類されていた為　日本の児童
生徒の作品との違いも明らかで，我国の図画教育に与えた影響は非常に大
きいものがあった。Hughesはこの展覧会が終了すると展示品を予定の各
校に寄贈し，間もなく10月16日東京を離れた。
　（3）第3回視察旅行（中国，九州地方）
　Hughesの最後の視察旅行である第3回は，予定では中国，九州，四国
の3地方であったが，遂に四国に立寄ることはできなかった。
　1）　岡山（70）Hughesは安井てつと共に10月16日東京を発ち，和歌
山を経て10月20日神戸着。一泊して21日姫路で師範学校と旧城趾を見，
夜岡山着。ペテイ（71）方に泊り22日，午前岡山孤児院，山陽高等女学校，
第六高等学校を，午後は県師範学校，県工業学校を視察。23日，午前女子
師範学校等を参観し，午後岡山中学で安井てつの通訳で教育に関する講演
を行ない夕方広島へ向った。
　2）広島（72）10月23日夜広島着，ゲインズ（73）方に泊った。24日，午
前広島高等師範学校で調査の後，広島中学で英藷と国語の授業参観。午後
県立広島高等女学校で技芸専修科と英語を参観，職工学校視察。25日，県
師範学校，済美学校を訪れ，後者では生徒の歩行運動を賞賛した。その日
宮島を遊覧，山ロへ向った。
　3）　山口（74）10月26日，山ロ中学で講演。Hughesは前日の山口県教
育会の発会式にふれ教員の結合を説き，新日本の‘原動力’長州に特別の
感慨をこめて教育改革を訴えた。27日，県師範講堂での山口婦人会で演説
一338一
E．P．　Hughes　in　Japan（1901－1902）（大野）
し，婦人の協同一致で地位の向上に努める様激励した。’
　4）福岡（75）10月27日夜福岡着。28泪，午前県師範学校，修猷館（演
説），工業学校を参観。午後福岡高等女学校で「愛国心と教育との関係」に
ついて，安井てつ通訳で講演。29日，高等小学校等を視察熊本へ。
　5）　熊本（76）10月29日夜熊本着。宣教師リデル（77）方へ宿泊。31日，’
第五高等学校で英語教師のために「英語教授法」について‘有益な演説’。
夜は同校職員生徒等へ演説。11月11日からの特別大演習見学を予定した
が中止し，恐らく阿蘇登山の後，鹿児島へ向った。
　6）鹿児島（78）鉄道が未開通のため，鹿児島までは苦労し，11月8日
着。9日，師範学校講堂で談話し問答を行なった。Hughesは鹿児島を，
山口と共に，‘旧日本を変じて新日本とした豪い国’と感じ，その原動力は
何かを知ろうとした。その後，図書館，興業館，授産場のほか名所を見学。
10日，造士館中学校を視察。夕方，紀盛丸に乗船して長崎へ向った。
　7）長崎（79）11月11日午前，海路長崎着。海は荒れてHughesと安井
はひどく疲労。12日，高等女学校等参観。13日，県中学校，市商業学校
等視察。午後4時から交親館で，鎮西学館吉崎彦一（80）の通訳で演説し，
日本の女性や家庭の状況を批判して改善の方向を示し，‘東西の両文明を
連結せしめたる長崎の婦人’が率先して，日本の甚しい男女差の解決に尽
すよう希望した。14日，午前佐賀へ。
　8）佐賀（8D　11月14日佐賀着。15日，師範学校，高等女学校，県庁を
視察。Hughesは佐賀の各地旧跡等の写真を所望し，佐賀妓の写真3枚を
贈られた。16日佐賀発。
　9）　小倉（82）11月18目門司着。ここで恐らく四国行きの予定を変更
し，翌19日，かねてから要請を受けていた小倉を訪問した。小倉高等女
学校，高等小学校を訪れ，英国人宣教師バインド（83）宅に立寄った。その
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後旧城内の模様を見，次に足立村の炭坑を訪れ，坑内の模様，坑夫生活の
状態などを詳しく調査し，夕刻の汽車で門司へ帰った。，
　以上で第3回視察旅行を終了した．
　（4）　離　日（84）
　11月20日朝，一隻の欧州行きの汽船が門司へ入港した。この船は日本
郵船の若狭丸（マクミラソ船長，6，260トン）で，前日19日午前10時，神戸
を出港したのであった。
　Hughesは，恐らく20日中には，これまで同行して来た愛弟子安井て
つとの別れも済ませ，清国へ向うぺく若狭丸へ乗船したと考えられる。船
が次の寄港地上海へ向け門司を出港したのは21日未明であった。
　Hughesの日本滞在は1901（明治34）年8月28日から約15ヵ月間であ
った。
5．日本以後
　清国へ向ったHughesは，そこに約1か月滞在し，その後マレー半島を
経て瓜睦（ジャワ）へ渡った。彼女は瓜畦に滞在中，1903（明治36）年1月
27日付で日本女子大学校の‘愛友諸子’宛に手紙を送っている。（85）この手
紙の結びでHughesは‘楽しき夏の来るは尚遠く候，されど其来るより久
しき前に，余は帰国して諸子の手書を領し申すぺく候’と述ぺている。
Hughesはかねてからの予定であるインド，エジプトを経てキプロス島の
友人を訪ね，（86）夏休みの‘久しき前’に帰英したのであろう。Hughesは帰
国後も日本女子大学校の教育には深い関心を持ちつづけ，名誉教授として
尽力したいと申し出たという。（87）同校の『家庭週報』No．　23，　M38．5．6に
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Hughesは「日露戦争と目本人の発達」を寄稿し，この戦争が日本婦人に
及ぼす種々の影響を指摘し，激励を惜しまなかった。1907（明治40）年，
シャム国皇后女学校主任の3年の任期を終えた安井てつは，再び英国に留
学してHughesの指導を受けた。（88）また同年（1907）Hughesは『英語教
授』（The　English　Teachers’Magazine）にThe　Teaching　of　English　to
Japanese　in　Japanを書いた。（89）1912（大正元）年から翌年にかけ，7か
月の海外視察中，成瀬日本女子大学校校長は英国でHughesに再会し，持
参した生徒の作品を贈ったりしている。（go）
　Hughesは1903年帰英後，両親の家のあるSouth　WalesのBarryに落
着いた。CTCを去ってからは給与を受ける地位に就かず，専ら公共奉仕の
仕事に取り組み，第一次大戦中の℃ommandant　of　a　V．　A．　D．　Hospital
in　Glamorgan’としての働きに対し1918年M．　B．　E．となった。1920年に
はthe　University　of　WalesからLL．　D．　honoris　causaを授与された。（91）
　E．P．　Hughesが世を去ったのは1925（大正14）年12月19日であっ
た。（92）1949年，the　Cambridge　Training　College　for　Womenは，初代
校長E．P．　HughesにちなんでHughes　Hallと命名され，（93）新しい発展
を遂げることとなった。
おわりに
　本稿作成に当っての調査は，主に国立国会図書館，東京大学法学部明治
新聞雑誌文庫および学習院大学図書館にて行なったほか。次の図書館等か
らも資料提供，閲覧，ご教示等種々の便宜をお与えいただいた。
　日本女子大学図書館及び成瀬記念館，お茶水女子大学図書館，津田塾大
学図書館，筑波大学図書館，鳥取県立鳥取図書館，福島県立福島図書館，．
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山口県立山口図書館，長崎県立長崎図書館，島根県立図書館，茗漢会。
　英国に於てはMs　Moya　L．　M．　Patton（Cantab．1985）とMs　Victoria
J．Smith（Cantab．1988）カミ筆者の調査に協力され，その結果，　Hughes初代
校長に始まるHughes　HallのPresident，　Dr　Basil　M．　Herbertsonは
Hughes　HallのFellow　Emerita，　Margaret　Bottrall女史の近著Hughes
Hall　1885－1985を恵与され，また，　Dr　E．　E．　Mason（Newnham　College，
Cambridge），　Mrs　Joan　A．　Simms（Lucy　Cavendish　College，　Cam・
bridge），　Dr　E．　S．　Leedham－Green（the　University　Libra】甲，　Cam・
bridge）及びMr　Hugh　Powell（the　University　of　Wales）からも多く
のご教示をいただいた。
　以上の各大学，図書館等の関係各位に，ここに改めて厚く御礼申し上げ
る次第である。，
（注）
　r』内は雑誌名。①一10は1巻IO　e。　No．は号。　M，　T，　Sはそれぞれ明治，
大正，昭和を示し，その後の数字は発行の年．月．日を表わす。
　〔はじめに〕
（1）Margaret　Bottra11：Hughes　Hall　1885－1985，　Rutherford　Publications，
　　Cambridge，1985，　pp．3～4＆p．35．
（2）　本稿では，青山なを著作集第3巻「安井てつと東京女子大学」（S57，慶
　　応通信）所収の「安井てつ伝」によった。
（3）同上，pp．81～82に，来日したHughesについての記述があるが，　p．82に
　　‘ミス・ヒュースの来朝中の消息は，あまり伝わっていない。先生の手記すら
　　見当らないところをみると，せっかくの来朝が，日本の教育界には十分にう
　　けいれられなかったのであろうか’とある。
（4）　「帝国教育会の英語講演会」M35．7．5（英語教育史資料2，　S　55，東京法
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令，PP．608～612）；Th・Tea・hi・g・f　E・gli・h　t・J・p・…ei・J・pan（『Th・
English　Teachers’Magazine』，　Kyo・Bun　Kwan，　Tokyo，①一3（June，
1907），①一4（December，1907）〔r英語教授』（復刻版）1，1985，名著普
及会，所収〕。なお復刻版，別巻・解説編の執筆者略伝にHughes，　E．　P．の
項（出来成訓氏）があり，前記帝国教育会の講演を中心にHughesの日本の
英語教育界での業績が紹介されている。）
　〔1．来日まで〕
（5）『をんな』①一10，M34．10．25．このほかr哲学雑誌』No．176，　M34．10．
　　10等にも別人による紹介がある。
（6）前掲Hughes　Hall；Cambridge大学Newnham　College　Registerのentry；
　　Who　Was　Who，　Vol．　H，1916～1928。
　〔2．第1期〕
（7）婦女新聞（週刊）No．118，　M35．8．11，本田二峰「洗鹿雑狙」．
（8）前掲「安井てつ伝」P．81。
（9）野田義夫。文部省専門学務局勤務文学士。Hughesの第1回視察旅行に同
　　行し通訳を兼ね，翻訳もし，翌年の図画展覧会等終始彼女の為に尽力した。
（10）r教育時論』No．　592，　M34．9．25，　r教育公報』No．252，　M34．　10．15．
（11）　同上。
（12）r教育学術界』③一6，M34．10．5。
（13）同上。
（14）婦女新聞No．73，　M34，9．30。演説要旨は同誌No．74とNo．75。
（15）『教育学術界』③一6，M34．10．5。
（16）同上。
（17）　rをんな』①一9，M34．9．25。
（18）婦女新聞No．75，　M34．10．14。
（19）r教育時論』No．595，　M34．10．25（付「概要」）；r教育公報』No．252，　M
　　34．10．15；同No．　253，　M34．11．15「ヒュース先生歓迎講談会」；同No．　254，
　　M34．12．15（演説全文）；r教育界』①一1，　M34．11．3（要旨）。
（20）『教育公報』No．253，　M34．11．15。
（21）　国民新聞M34．10．16（予定記事）。
（22）婦女新聞No．76，　M34．10．21。
（23）『新女界』①一5，M42．8．1，安井てつ「アルプス登山の追懐」。
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（24）婦女新聞No．78，　M34．11，3。
（25）津田塾大学図書館（津田梅子資料室）のご教示による。
（26）婦女新聞No．78，　M34．11．3。ここには2日とあるが，前後関係から1日
　　と考えられる。
（27）同上。
（28）名古屋での演説で，招宴者としての印象を述ぺている。
（29）　「安井てつ伝」P．82。
（30）r教育学術界』④一2，M34．12，5。
（31）　中京新報による。
（32）　同上，M34．11．27に「大要」。
（33）r日本之小学教師』④一37，M35．1．12に「要旨」。
（34）北国新聞による。M34．11．28に26日の演説「要旨」。通訳は野田義夫。
（35）　京都日出新聞による。
（36）Annie　Lion　Howe（1852－1943）（日本キリスト教歴史大事典〔1988，教
　　文館〕に略伝。以後「日キ歴大典」と略記）。
（37）Mary　Florence　Denton（1859－1947）（日キ歴大典）
（38）　中瀬古六郎（1870－1945）（日キ歴大典）。
（39）京都日出新聞M34．12．3と5に両講演の内容。
（40）婦女新聞No．　84，　M34．12。16（No．　85　Vc演説大意）；京都日出新聞M34．
　　12．10。
（41）原田助（1863－1940）（日キ歴大典）。
（42）r山陰之教育』No．79，　M34．12．25；No．　80，　M35．1．20；No．　81，　M35。2．
　　20（鳥取県立鳥取図書館より資料提供）。
（43）大阪毎日新聞M34．12．8「雑報」。バートレット＝Samuel　C．　Bartlett
　　（1865－1937）（日キ歴大典）。
（44）　「華族女学校生徒諸子に告ぐ」とほぼ同内容。
（45）　r教育公報』No．　255，　M35．1．15。
　〔3．第2期〕
（46）後に「英国風俗」PP．85～91所収。
（47）同上，pp，63～84．なおHughesの家庭論は「家庭の模範」（育成会，　M
　　35）にも米国ハーツホーン，日本本田増次郎と共著で収められている。
（48）　rをんな』②一3，M35．3．15；婦女新聞No．　95，　M35．3．3。
（49）婦女新聞No，95。
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（50）　同上及びr国民教育』No．3，　M35．3．12。女高師での教授法講義はrをん
　　な』②一3では高等師範と同時期となっている。両校合同であったとも考え
　　られる。なお，注（59）を参照。
（51）r婦人衛生雑誌』No．149，　M35．4．25；「英国風俗」PP．133～144及びr女
　　学世界』②一10，M35．8．5所収。
（52）婦女新聞No．98，　M35．3．24。
（53）同上，No．　99，　M35，3．31；報知新聞M35．3．23。
（54）　『をんな』②一5，M35．5．15。
（55）　「英国風俗」PP．　92～111所収。
（56）r教育実験界』⑲一2，pp．40～43。後にr北海道教育雑誌』No．119，　M
　　35．12．25，pp．19～21（宇佐美兵太郎速記）に転載。
（57）　婦女新聞N（）．　108，M35．6．2（予定記事）。
（58）　国民新聞1月連載及び「英国風俗」所収と同内容。
（59）『国民教育』No．　6，　M35．6．12。教授法講義か。
（60）r教育公報』No．　263，　M35．9．15（本田増次郎通訳全文）。
（61）同上，No．　261，　M35．7．15。
（62）同上No．258，　M35．4．15。
（63）『をんな』②一4，M35．4．15。
（64）「日本女子大学校四十年史」S17，　P．99。
（65）r教育公報』No．　263，　P．23。参考：r教育公報』No．　264，　M35，10．15，日
　　本女子大学校ミス・ヒューズ送別会記事。10月初旬か。
　〔4．第3期〕
（66）福島民友新聞及び福島民報（福島県立福島図書館より資料提供）による。
　　　なお，齋藤勇著作集・別巻（S53，研究社）P．379に述べられている福島
　　県会議事堂でのHughesの講演はこの時であったと考えられる。
（67）河北新報及び奥羽日日新聞による。
（68）信濃毎日新聞による。
（69）「教授法講義」P．　21；r教育実験界』⑩一8，M35．10．25，　P．　61；r教育界』
　　②一1，M35．11．3，　P．150及び②一2，　M35．12．3，　pp．20～33。
（70）大阪毎日新聞及び山陽新報による。
（71）James　H．　Petee（1851－1920）（日キ歴大典）。
（72）　中国新聞及び芸備日日新聞による。
（73）Ann　Elizabeth　Gains（1860－1932）（日キ歴i大典）。
一345一
E．P．　Hughes　in　Japan（1901－1902）（大野）
（74）　防長新聞（山口県立山口図書館より資料提供）による。
（75）福岡日日新聞による。
（76）九州日日新聞による。
（77）　Hanna　Riddell（1855－1932）（日キ歴大典）。
（78）　鹿児島新聞による。
（79）東洋日の出新聞（長崎県立長崎図書館から資料提供）による。
　　　なお，『へるん』No．　24　｝t　Lafcadio　Hearnと関係ある人物として高西直
　　樹氏が書かれた「ミス・E・P・ヒューズと長崎」がある。
（80）吉崎彦一（1870－1925）（日キ歴大典）。
（81）　佐賀新聞による。
（82）　福岡日日新聞による。
（83）James　Hind（1861－1934）（日キ歴大典）。
（84）福岡日日新聞M35．11，21，神戸又新日報M35．11．18，佐賀新聞M35．11．
　　22による。
　〔5．
（85）
（86）
（87）
（88）
（89）
（90）
（91）
（92）
（93）
日本以後〕
「英文学部生徒に送る書」日本女子大学校学報第一号，M36．7．10。
r教育』No．26，　M35．4．3，　P．27，京都で磯部精一との対談中。
日本女子大学校学報第二号，M．36．12．12。
「安井てつ伝」pp．110～118。
前記（注）（4）参照。
成瀬仁蔵‘漫遊みやげ’，r家庭週報』・No．　213，　T　2．3，7。
前掲Hughes　Hall，　pp．29～340
Newnham　College　Registerのe豆tryによる。
前掲Ilughes　Hall，　p．35。
（教職課程　非常勤講師）
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